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☆公害による健康被害

　を許すな|

☆自然環境･生活‥

　環境の破壊を片7浪士
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大
阪
府
域
市
町
村
「
温
暖
化
防
止
対
策
」
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
読
ん
で

　
大
阪
か
ら
公
害
を
な
く
す
会
で
は

２
０
０
８
年
８
月
、
府
内
4
3
市
町
村

に
対
し
温
暖
化
対
策
の
実
態
を
聞
く

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
か
こ

こ
の
要
請
に
4
3
自
治
体
の
う
ち
4
1
市

町
村
か
ら
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
関
係
担
当
者
の
み
な
さ
ま

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
動
機
は
、
待

っ
た
な
し
の
温
暖
化
防
止
対
策
に
果

た
し
て
足
元
の
自
治
体
で
ど
ん
な
対

策
が
と
ら
れ
て
い
る
の
か
、
地
域
住

民
と
し
て
知
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で

す
。
特
に
、
今
年
の
６
月
「
地
球
温

暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

が
改
正
さ
れ
、
都
道
府
県
・
政
令
指

定
都
市
・
中
核
市
・
特
例
市
に
は
、
「
そ

の
区
域
の
自
然
的
社
会
的
条
件
に
応

じ
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
を

行
う
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
」
が
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。
大
阪
府
内
で
は
、

大
阪
府
と
政
今
市
で
あ
る
大
阪
市
・

堺
市
、
中
核
市
の
高
槻
市
・
東
大
阪

市
、
特
例
市
の
岸
和
田
市
・
豊
中
市
・

吹
田
市
一
枚
方
市
・
茨
木
市
・
八
尾

市
・
寝
屋
川
市
の
1
2
府
市
が
そ
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

　
削
減
の
た
め
の
具
体
的
な
方
法
と

し
て
改
正
法
弟
二
十
条
の
三
は
、
①

太
陽
光
や
風
力
な
ど
化
石
燃
料
以
外

の
自
然
子
不
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
、

②
事
業
者
や
住
民
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
削
減
活
動
の
促
進
、
③
公
共
交

通
の
利
用
、
都
市
に
お
け
る
緑
地
保

全
と
緑
化
推
進
、
④
廃
棄
物
の
発
生

を
減
ら
し
循
原
型
社
会
を
形
成
す
る

こ
と
、
な
ど
例
示
し
て
い
ま
す
が
、

温
暖
化
防
止
に
本
気
で
取
り
組
む
な

ら
ば
、
ま
ず
現
状
が
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
調
査
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
削

減
計
測
を
つ
く
る
こ
と
と
、
何
よ
り

も
し
っ
か
り
と
し
た
計
画
、
実
行
体

制
と
予
算
確
保
が
必
要
で
す
。
今
回

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
担
当
部
署

の
有
無
」
「
担
当
者
数
」
「
年
間
予
算

額
」
「
エ
リ
ア
内
か
ら
排
出
さ
れ
る

Ｃ
Ｏ
。
・
の
量
」
「
実
際
に
行
わ
れ
て

い
る
活
動
や
条
例
等
制
度
の
有
無
」

な
ど
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　
担
当
部
局
の
有
無
で
は
、
大
阪
市

だ
け
が
「
地
球
環
境
保
全
課
」
と
地

球
規
模
を
示
唆
す
る
名
称
の
部
署
を

置
い
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
熊
取
町

を
除
く
す
べ
て
で
「
環
境
保
全
課
」

や
「
環
境
政
策
課
」
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。
職
員
数
は
恐
ら
く
兼
務
で
し

よ
う
が
人
数
を
記
入
し
て
き
た
自
治

体
平
均
で
５
～
６
人
で
し
た
。
問
題

は
温
暖
化
防
止
対
策
予
算
で
す
。
大

都
市
大
阪
市
に
し
て
一
般
会
計
予
算

１
兆
５
千
９
百
億
円
の
Ｏ
・
Ｏ
Ｉ
％

の
「
１
億
７
千
万
円
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

予
算
ゼ
ロ
と
い
う
回
答
が
1
2
市
町
村

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
予
算
措
置
さ

れ
て
い
て
も
一
般
会
計
予
算
の
Ｏ
・

１
％
以
下
程
度
で
す
。
豊
能
町
で
は

１
万
６
千
円
と
い
い
ま
す
が
、
い
っ

た
い
何
に
使
う
の
で
し
ょ
う
。
全
体

に
お
粗
末
な
限
り
で
す
。

　
さ
ら
に
、
Ｃ
Ｏ
。
の
発
生
量
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、
７
４
‥
％
に
当
た
る
3
2
市

町
村
で
把
握
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現

状
が
把
握
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

中
で
も
削
減
計
画
の
立
案
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
中
核
市
の
東
大
阪
市
、

特
例
市
の
岸
和
田
市
・
茨
木
市
・
八

尾
市
・
寝
屋
川
市
で
掌
握
さ
れ
て
い

な
い
の
は
問
題
で
す
。

　
こ
の
点
で
は
、
環
境
自
治
体
会
議

が
２
０
０
３
年
に
環
境
省
か
ら
依
頼

を
受
け
て
全
国
調
査
さ
れ
た
結
果
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
該
の
自
治
体
で
は
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
実
際
に
行
っ
て
い
る
活
動

を
み
る
と
ほ
ん
と
う
に
が
っ
か
り
し

ま
す
。
「
打
ち
水
」
「
ゴ
ー
ヤ
カ
ー
テ

ン
」
「
環
境
家
計
簿
」
「
環
境
フ
エ
ア

ー
」
「
市
民
向
け
講
座
」
な
ど
、
圧

倒
的
に
市
民
向
け
啓
発
事
業
に
偏
っ

て
い
ま
す
。
自
動
販
売
機
や
2
4
時
間

コ
ン
ビ
ニ
も
含
む
エ
リ
ア
内
事
業
所

か
ら
の
排
出
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど

関
心
が
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
温
暖
化
防
止
対
策
の
重
点
は
、
「
脱

化
石
・
自
恭
子
不
ル
ギ
ー
ヘ
の
転
換
」

と
「
脱
自
動
車
・
公
共
交
通
活
用
へ

の
転
換
」
で
す
。
し
か
し
、
大
量
排

出
源
で
あ
る
「
電
力
」
で
言
う
な
ら

ば
、
発
電
事
業
者
の
脱
化
石
努
力
よ

り
も
、
む
し
ろ
「
消
費
者
・
国
民
の

省
子
不
努
力
」
に
焦
点
が
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
、
日
本
独

特
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
計
算

方
法
［
間
接
排
出
勘
定
］
が
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
「
Ｃ
０
。
は
電
気
を
使

っ
た
方
に
責
任
が
あ
る
」
と
言
う
も

の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
電
力
会
社

の
「
総
量
を
減
ら
す
」
と
い
う
責
任
が
、

発
電
原
単
位
の
削
減
と
い
う
二
次
的

な
も
の
に
押
し
や
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
鮮
明
に
な

っ
た
各
自
治
体
の
温
暖
化
防
止
活
動

が
市
民
啓
発
に
偏
っ
て
い
る
の
も
こ

う
い
う
背
景
の
な
せ
る
技
で
す
。

　
今
年
も
1
2
月
1
0
日
か
ら
ポ
ー
ラ
ン

ド
で
「
温
暖
化
防
止
枠
組
み
条
約
締

　
　
　
（
次
ペ
ー
ジ
最
下
段
に
つ
づ
く
）
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